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茨 木 雅

東海地方第四紀研究グループの沖縄島地質巡検を機会に，沖縄の地質，特に第四系について今まで発

表された研究結果をもとに概略をまとめ，若干問題点を整理した O

1.は じめに

琉球列島は九州から との間に点々と連なる大小 140余の島々からなり， 1，200 Kmにおよぶ弧状列

である O 沖縄の名は，この点々と連なる島が海に横たわる縄の結び目にたとえられたことからきたと

いわれる O

この列島は，小藤 (1897) ，波多江 (1955)が指摘したように島弧に平行な帯状構造をしており，

東側より願に， 1)新第三系帯， 2)古期岩帯， 3)新期火山帯， 4) 18期火山帯， 5)大睦棚外縁帯

に大別されるo 1) は新第三紀堆積岩より成るo 2)は火成岩を含む先新第三系と，これを貫く火成岩

を基盤とし，火成岩を含む新第三系を一部に伴う o 3) 4)はグリーンタフをと含む火山噴出物を伴う新

とする地帯で，このうち 3)には現在活動中のものを含む新期火山が分布する o 5) はの

との間に深さ 2，000rrるをこえる。島弧に平行する甑底問地〈沖縄舟状海盆)をはさんで，大陸棚外縁に

位置する火山岩帯である O

2. 先 第閤系

1)古 生

琉球列島の は，粘板岩，砂岩，糧緑J凝灰岩，磯岩，千枚岩，結晶片岩，放散虫チャート，結

品質石灰岩などからなり，ときに火成岩に質かれている O 化石は少なく，時代決定に役立つほどない。

そして，沖縄島の古生隠は，中部以北に広く発達し，一般走向は北東一南西で北関に傾斜する O 石灰

岩は本部半島北端の辺土を始め，臨海岸地区に発達する O 本部半島で，半沢により二唇来[=1，の Neo -

scんωαgeγi九αsp.，Veγbeekinα doω ittei EPRAT)， PseudofusuよZ九αsp. などのフズ

リナ類が報告されたO

2) 中

徳永，半沢の報告した本島東側の花こう岩類を含む磯岩には，その後，白亜紀の徴化石(胞子，花

粉〉が発見されている O また，

3) 第三系:島尻層群

沖縄本島の島尻層群は南部に広く発達するほか，本部半島基部にも分布する O 本層群は琉球石灰岩

，石灰岩の一部に のものがあることも明らかになったO

により不整合におおわれる O 本層群からは有孔虫類の匂 eγcμtina，Cyctoctipeus，海綿針骨，
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第 1図 南西諸島およびその周辺海域

(数字は等深線mを示し、浅い方に頭を向けてある)

-32 -



放散虫類の徴化石のほか 9 軟体動物や単体さんごが産する O ボーリングによる地下資料を含めて，

近の地質調査所の調査によれば本層群は次のように区分される O

新

与那原累尻

これらの諸層のうち，

の大きな

はその 1部が地表に露出している O この豊見城累憶は，涼質層と

からなる O 与那原累層は地表で見られる島尻層群の主体をなすもので，

としてシルト質粘土からなり散在する浮石片に富む。上部新里累層は，粘土質の砂泥豆腐からなる O

にゆるく傾斜する単斜構造を示し，琉球石灰岩をも裁る

が発達している O 首里断!替の商側には階段断層群を構成する小断層の発達がみられる O

3. 

1) グ琉球石灰岩グ

グ琉球石灰岩 ρは

く分布し，一般に水平に

1 沖縄島の

に広

して

E S.MA cN E 1 L (1960) 

新

鮮新世

つの に分けたOP琉球石

新~ 鮮新 世

新世
島尻

灰岩グの地質時代については，貝

化石群から鮮新世，鮮新世一洪積世，洪積世とする意見がある O

那覇石灰岩の下位には知念砂層，仲尾次砂層がくるが，これらの は従来，

ていたO しかし，班acN e i 1はこれらが那覇石灰岩と韓合につづいているとして

なった見解を発表している O

那覇石灰岩は沖縄本島中高部を広くおおっているが，その模式地は那覇市の

ある O 粗粒の石灰砂や撤密な石灰岩からなり，厚さは 80'"'"'100 mあるとし寸 O この

群に入れられ

に合め，

くに

からは，

P e c t e n c f. by 0 γ itsuens~s ， Cklαmys Sαt ow~ ， Amuss~ ope ct en pγαe s~gn~s ， Ostrae α 

musι5'ki α九α 等の貝化石が報告され，このことから鮮新世とされている O

那覇石灰岩よりも一般に粗粒で，石灰寝からなる琉球機を含むことが特徴とされてい

るO 厚さは 30m以上，本石灰岩には ，TγidαC丸α，Cμαmys 等現在種の只化石が普通にみられる O

時代は洪積世とされている。

牧港石灰岩は約 10mの含造礁さんご石灰岩と，その上に 10悦以上の成層した有孔虫砂腎からなる O

現在の分布高度は標高約 30mに達する O 港JII海岸には，那覇石灰岩との関係など麓序を観察するよ

い露頭がある O
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土 (1971) によ ここでは， の を (J享さ 3むm)がおおい，その

めるようなかたちで， (厚さ 20m)がのっている O の

港)11 

行に

かめることができる O

れ自の 1つから産した O

の 1つは

下水による

m)より

は

が少く，

F に両者に

〈薪期〉には

は巾はせまいが，

した であるが， 5m  けば，地

が多いO

なちがいはなし'0牧港石j夜間躍の

i五面(10 15悦) ， 

を点、ちどっている O

90 150汎)

と見かけはかなり異なるが，

〈港)111面，蕗さ遊技 20-30

( 5 1n るO

かあるように見えるが，

からみると，この地方では同一面が断震によってわかれたと考えた方がよいとしている O

に背部を向けたケスタをなして沿岸部をとりまいて広く分布し，

みの内陸部は逆に低くなっていて，地形の逆転を示すという O

2) 

をおおう磯層を示し，標高 80 100悦の段丘にもっともよく

ている O 主に円磯とラテライト質土壌からなり，厚さは一般に数m以下である O この磯層は半沢によ

れば琉球石灰岩より後のものとなっているが， .NlacNeil (1960)は那覇@読谷両石灰岩の穣相に

あたると述べている O

ヰ. 段丘と海水準変化

には数設の段丘が

m付近をそれぞれ中心に

中JII(1968) によれば，

るが，段丘群の分布高震の上根は約 200mで 150'"'-'200m， 40'"'-'80 

るものが多い。この段丘をつくる堆積物が琉球層群の大部分にあたる O

の北部山地縁部に発達する段丘群や南部の那覇石灰京は，

に広く る高さ 150'"'-'200mの と高さ 40'"'-'80m付近の段丘との の高さの段丘に棺

るO 読谷石灰岩が堆積する面は，高さ 20'"'-' 70悦の段正となっている O また有孔虫石灰岩によって

される牧港石灰岩は，高さ 10'"'-'25mの低位段丘をなしている O この段丘の発達からみた第四紀海

水準変化は，那覇石灰岩堆積期及び読谷石灰岩堆積期の顕著な潜進が考えられ，その後，縁部に牧港石

訳岩の低位段丘を残し，海部は現在より低下(-140 m) ，再び上昇し，現海面付近に数段の平坦面を

残し現在にいたったという O

一方，土(1971 )は，港Jll付近の層序から本島南部では，読谷五灰岩は分布せず，那覇石灰岩を堆

積させた海進(八重瀬面の形成) ，牧港石灰岩を堆積させた海進(港)[11面の形成) ，続く若干の低下

〈港)11 II面の形成) ，現海面下への海送，ついで上昇による 5悦段丘(喜墨武岬面〉の形成，そして現

在に至るという海部変化史を考えている O

5. 第留期地殻変動

沖縄本島南部，特に那覇石灰岩は多くの断層で裁られ，ケスタ地形や階段地形が発達する O この断層

系は， NE-SW性， SW-NE性のものがあるといわれているが 9 いずれにしても那覇石灰岩堆積後に
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顕著な地殻変動があったことが考えられる O このような地殻変動が琉球列島の形成とどのような関係に

あったのか，今後研究すべき問題である O

6. 脊椎動物化石と陸矯の問題

琉球層群から産出した古脊椎動物は，沖縄本島今朝仁の鹿だけであるが，琉球層群に発達する石灰岩

の洞穴や割れ自の堆積物中から Ceγvus γiukiue九 Sげ Matsumoto (リュウキュウジカ) ， 

MetαceγωルsαstyZodon (Matsumoto) (リュウキュウヨシ〉等が報告されている O また，

からナウマン象が産出したことはよく知られている O これについては，亀井 (1970) によれば 9

より古いタイプの疑いがあるという O いずれにしても沖縄がアジア大陸や本州とかつて陸続きであった

らしいと考えられるが，具体的にいつ頃どのような形で陸橋が存在したかについては，色々の意見があ

ってまだ充分わかっていないように思われる O

また，最況の発掘調査により，本島南部の港J!I遺跡から ，Rαttus sp. (クマネズミの類)，ケナガ

ネズミ，リュウキュウイノシシ，シカ，ハプ，キノボリトカゲ等が産出している O このことによって，

イノシシは人間と共に入って来た家審豚が野生化したという見解〈直良，林田〉や Rαttusが縄紋以前

に渡来していなかったという見解などは否定されることになる(高井，長谷川， 1971) 0 

また，陸楼動物の分布は，海水準変化と密接な関係があり，毒蛇，鹿，猪などの分布は海水準変化に

よって説明されている O 特に

及び、牧港石灰岩 させ，

フO

の分布は，那覇右灰岩を堆積させた海進のあったとき沈まなかった

の海水面より低下した搬送のあったとき接続した属島に限られるとい

生物分布状態から見ると，琉球列島は，まず周囲の地域から分離し，ついで， トカラ@道美一沖縄@

先島の 3群に分離したことを示すという O

沖縄では数年前から洪積世の人骨が見っかりはじめ，那覇市内の山下町第一洞穴跡や港JrI遺跡から

出したo C
14

により は 32100年土 1000年，後者は 18300年前と測定されている O
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